
２
０
１
８
年
は
全
国
か

ら
雪
解
け
状
況
の
問
い
合

わ
せ
が
多
く
「
ド
ラ
ゴ
ア

イ
観
察
日
記
」
も
登
場
、

注
目
度
が
高
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
は
２
０
１

６
年
程
の
出
来
と
は
言
え

な
い
ま
で
も
、
き
れ
い
な

姿
を
現
し
ま
し
た
。
観
光

バ
ス
の
入
込
み
も
倍
増
し
、

平
日
の
平
均
売
上
が
、
嘗

て
の
週
末
を
上
回
っ
た
の

も
大
き
な
証
で
す
。

但
し
、
混
雑
が
集
中
す

る
時
間
帯
も
あ
り
「
土
産

を
買
い
た
か
っ
た
が
、
時

間
が
無
く
断
念
し
た
」
の

声
も
あ
り
、
繁
忙
対
応
の

改
善
課
題
も
で
ま
し
た
。

■
我
々
の
振
興
計
画
は…

２
０
１
７
～
２
１
年
度

迄
の
５
ヶ
年
の
計
画
で
、

今
丁
度
３
年
目
に
入
り
ま

し
た
。P

D
C

A

サ
イ
ク
ル

か
ら
す
る
と
、
進
捗
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
起
動
修
正

を
図
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

計
画
は
、
２
０
１
７
年

の
夏
前
に
議
決
さ
れ
８
月

の
広
報
に
て
開
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
国
と
類
似
し

た
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

報
告
「
八
幡
平
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
」
２
０
１
９
年

０８/２６
八幡平DMO

発行人：文責
鳥海良信

令和元年

■
５
・
６
月
の
来
場
動
機

八
幡
平
頂
上
「
鏡
沼
」

が
面
白
い
雪
解
け
を
す
る

現
象
「
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
」
、

台
湾
か
ら
の
ゲ
ス
ト
よ
り

命
名
さ
れ
、S

N
S

で
世
界

に
配
信
さ
れ
た
の
が
２
０

１
６
年
で
し
た
。

文
字
通
り
眼
か
ら
鱗
の

新
し
い
宝
物
の
誕
生
で
す
。

「
こ
れ
を
使
わ
な
い
手
は

な
い
！
」
と
ホ
テ
ル
協
議

会
・
観
光
協
会
で
は
、
翌

年
の
初
夏
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
写
真
を

様
々
な
チ
ャ
ネ
ル
へ
配
信

し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
反

響
と
な
り
ま
し
た
。

と
に
か
く
他
に
は
無
い

景
観
で
、
ポ
ス
タ
ー
で
も

雑
誌
で
も
ふ
っ
と
目
に
止

ま
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
、
残

雪
か
ら
高
山
植
物
の
時
期

の
間
を
埋
め
る…

新
し
い

来
場
動
機
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７

年
か
ら
２
０
１
９
年
の
伸

長
は
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
振
興
計
画
の
共
通
課
題

観
光
振
興
計
画
は
、
各

自
治
体
の
「
観
光
に
関
す

る
中
長
期
の
指
針
」
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

然
し
そ
の
実
態
は
、
策

定
に
係
わ
っ
た
人
以
外
は

そ
の
存
在
も
知
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
様
で
す
。

外
部
の
専
門
家
に
委
ね

る
事
で
一
応
形
は
整
う
の

で
す
が
、
計
画
推
進
の
為

の
態
勢
・
財
源
迄
は
協
議

さ
れ
て
居
な
い
事
が
要
因

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
平
の
観
光
振
興
計

画
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

③
財
源
の
協
議
が
未
実
施

＊
態
勢
＝
体
制
の
整
備

＊
市
場
調
査
と
企
画
制
作

＊
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
投
資

財
源
自
体
も
大
事
で
す
が
、

獲
得
に
至
る
議
論
共
有
が

無
い
と
画
餅
と
な
り
ま
す
。

④P
D

C
A

管
理
の
不
在

こ
れ
迄
の
推
進
計
画
は
、

策
定
す
る
の
は
観
光
部
局

で
あ
り
な
が
ら
、
推
進
者

＝P
D

C
A

管
理
者
が
不
在

で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
こ
れ
迄
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
で
も
不
明
で
す
。

※

現
行
の
振
興
計
画
か
ら

改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
矛
盾

２
０
１
７
年
度
か
ら
の

計
画
で
あ
れ
ば
、
２
０
１

６
年
度
内
に
は
内
定
さ
れ

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
と
、

初
年
度
は
準
備
と
調
査
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
推
進
計
画
の
協
議
不
足

計
画
を
推
進
す
る
態
勢

が
平
行
し
て
検
討
さ
れ
、

当
事
者
を
交
え
て
協
議
・

合
意
形
成
さ
れ
な
い
と
役

割
分
担
が
曖
昧
化
し
ま
す
。

八
幡
平
観
光
新
聞

■
２
０
１
９
年
は
・
・
・2019年５/３１のドラゴンアイ

この後６/０７に瞳が空きました！

☛
出
遅
れ
な
が
ら
も…

今
回
は
（
初
め
て
）
、

観
光
振
興
計
画
の
進
捗
に

つ
い
て
報
告
会
を
し
ま
す
。

８
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
進
捗
に
つ
い
て
、

◎
〇
△
▲
の
４
段
階
の
評

価
を
行
い
、P

D
C

A
の

チ
ェ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
！

軌
道
修
正
を
行
っ
て
、

現
状
に
合
わ
せ
た
展
開
や
、

次
期
計
画
へ
の
布
石
と
な

る
展
開
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
今
回
を
機
会
に

現
場
の
生
の
声
も
反
映
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意

見
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊
連
載
＊

「
観
光
振
興
計
画
］
に
つ
い
て
考
え
る

①
…

日
本
の
観
光
は
大
変
革
時
代
へ…

「
付
加
価
値
を
求
め
る
個
人
旅
行
へ
の
変
革
」

東
北
の
祭
り
・
東
北
の
紅

葉
周
遊
の
立
寄
り
地
と

な
っ
て
居
た
事
で
す
。

周
遊
観
光
の
立
寄
り
は
、

夕
方
到
着
・
早
朝
出
発
が

基
本
で
す
の
で
、
受
入
れ

る
宿
か
ら
す
る
と
大
変
効

率
が
良
い
の
で
す
が
、
宿

泊
客
の
街
歩
き
が
無
く
な

る
の
で
、
「
街
の
魅
力
」

を
育
み
・
磨
く
事
を
怠
ら

せ
る
問
題
を
含
み
ま
す
。

■
着
地
型
観
光
へ
の
対
応

着
地
型
の
基
本
は
「
〇

〇
に
お
い
で
よ
」
で
す
か

ら
「
い
つ
で
も
・
誰
で
も

良
い
の
で
来
て
下
さ
い
」

で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

エ
リ
ア
毎
に
「
街
の
素

材
」
を
再
確
認
し
、
ど
の

季
節
は
誰
を
笑
顔
に
出
来

る
か
？

今
八
幡
平
は
、

「
街
の
魅
力
」
を
再
構
築

＆
商
品
化
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
来
て
い
ま
す
。

■
観
光
立
国
の
お
さ
ら
い

観
光
立
国
は
平
成
15

年

小
泉
政
権
の
時
に
始
動
し
、

新
た
な
経
済
の
柱
と
し
て

日
本
の
観
光
を
再
構
築
す

る
政
策
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
子
化
＝
人
口

減
少
が
い
よ
い
よ
大
き
な

経
済
問
題
と
な
り
、
新
た

な
消
費
の
対
象
と
し
て
、

訪
日
外
国
人
を
本
格
的
に

位
置
づ
け
る
様
に
な
っ
て

い
ま
す
。

最
近
の
焦
点
は
、
入
込

数
か
ら
売
上
高
に
移
り
、

そ
れ
も
国
内
消
費
・
特
に

地
方
経
済
へ
の
貢
献
と

な
っ
て
お
り
、
観
光
に
よ

る
復
興
と
迄
言
わ
れ
る
様

に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
幡
平
の
観
光
振
興
に

つ
い
て
も
同
様
の
事
が
言

え
、
街
に
滞
在
を
し
て
、

地
域
経
済
の
活
性
に
繋
が

る
観
光
の
仕
組
み
づ
く
り

が
急
務
と
な
っ
て
居
ま
す
。

■
在
日
30

年
の
英
国
人
の

観
光
立
国
論
の
ご
紹
介

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ

ン
ソ
ン
氏
（
小
西
工
藝
社

社
長
53

歳
）
は
元
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
、
政
府
観
光

局
の
特
別
顧
問
も
務
め
る

親
日
家
、
討
論
番
組
等
で

も
良
く
登
場
し
て
い
ま
す
。

職
業
柄
日
本
文
化
と
深

く
係
る
中
、
独
自
の
視
点

で
日
本
の
観
光
の
在
り
方

に
様
々
な
提
言
を
し
て
来

た
氏
が
「
観
光
」
こ
そ
が

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
進
む
日
本
を
救
う
基
幹

産
業
に
な
る
と
言
う…

「
新
・
観
光
立
国
論
」
を

著
わ
し
ま
し
た
。

■
国
内
観
光
の
変
遷

過
去
３
回
大
き
な
波
が

あ
り
八
幡
平
に
も
多
く
の

観
光
客
が
来
訪
し
ま
し
た
。

①
高
度
経
済
成
長
時
代

日
本
経
済
の
活
性
期
で

あ
り
、
社
員
旅
行
・
報
奨

旅
行
が
活
性
し
、
観
光
地

の
旅
館
が
宴
会
場
を
つ
く

り
大
型
化
し
ま
し
た
。

②
リ
ゾ
ー
ト
全
盛
時
代

バ
ブ
ル
経
済
で
可
処
分

所
得
が
拡
大
し
、
全
国
に

リ
ゾ
ー
ト
・
テ
ー
マ
パ
ー

ク
が
出
来
賑
わ
い
ま
し
た
。

③
格
安
バ
ス
ツ
ア
ー
時
代

団
塊
の
世
代
が
定
年
を

迎
え
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
渡
り
歩
く
「
格
安
バ
ス

ツ
ア
ー
」
が
活
性
、
大
型

化
し
た
ホ
テ
ル
・
旅
館
は

破
格
の
料
金
提
示
で
、
稼

働
確
保
に
走
り
ま
し
た
。

■
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
変
化

上
記
の
時
代
は
、
旅
行

会
社
に
よ
る
「
○
○
へ
行

こ
う
よ
！
」
と
言
う
『
発

地
型
』
が
中
心
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
後
大
き

な
変
化
が
訪
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登

場
で
、
全
国
の
観
光
地
か

ら
情
報
が
発
信
さ
れ
、

「
○
〇
に
お
い
で
よ
」
の

『
着
地
型
』
に
変
化
し
ま

す
。
ネ
ッ
ト
予
約
が
多
く

な
り
・
格
安
航
空
券
の
登

場
も
個
人
旅
行
へ
の
変
化

に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

■
発
地
型
で
の
八
幡
平

こ
こ
で
大
き
な
問
題
が

発
生
し
ま
す
。
こ
れ
迄
の

「
発
地
型
」
に
於
い
て
は
、

十
和
田
・
奥
入
瀬
・
八
幡

平
と
言
う
周
遊
型
の
立
寄

り
地
で
あ
っ
た
事
で
す
。

加
え
て
、
東
北
の
桜
周
遊

■
観
光
立
国
の
４
要
件

氏
に
よ
れ
ば
、
重
要
な

成
功
の
為
の
要
件
は
、

「
気
候
・
自
然
・
文
化
・

食
事
」
で
あ
り
、
こ
れ
が

❶
適
切
に
商
品
化
、

❷
対
象
へ
有
効
に
配
信

さ
れ
て
い
る
か
と
の
事
。

特
に
「
自
然
」
を
商
品

化
す
る
の
は
難
し
い
が
、

歴
史
・
文
化
と
共
に
ス

ト
ー
リ
ー
化
さ
れ
、
語
ら

れ
る
事
に
よ
り
、
文
化
圏

の
富
裕
層
に
は
魅
力
的
な

商
品
と
成
り
得
る
と
説
い

て
い
ま
す
。

国
内
旅
行
で
も
着
地
型

観
光
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
見
直
す
好
機
で
も
あ
り
、

「
地
域
の
宝
」
と
「
ゲ
ス

ト
の
好
奇
心
」
を
結
ぶ
戦

略
的
な
取
組
み
の
タ
イ
ミ

ン
グ
と
考
え
て
い
ま
す
。

※

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
は
次
ペ
ー
ジ
で
解
説

他
と
は
異
な
る
何
か
を
持

つ
事
で
、
誘
致
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
「
星
空
観
察
」

が
ブ
ー
ム
で
、
大
人
対
象

の
ツ
ア
ー
で
も
人
気
コ
ン

テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
幡
平
は
、
空
が
広
い

事
・
街
灯
が
少
な
い
事
で
、

天
候
さ
え
よ
け
れ
ば
天
の

川
が
見
え
ま
す
。

ま
た
新
緑
の
時
期
、
朝

食
前
の
散
歩
で
は
、
た
く

さ
ん
の
種
類
の
夏
鳥
達
が

囀
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
・
気

候
の
良
さ
も
工
夫
一
つ
で

魅
力
あ
る
商
品
に
な
っ
て

ゆ
き
ま
す
。

■
立
寄
り
か
ら
滞
在
型
へ

前
回
の
観
光
振
興
計
画

に
於
い
て
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
発
掘
が
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

具
現
化
に
は
戦
略
と
予

算
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
手
が
着
い
て
い
な
い

部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

ど
の
時
期
に
、
ど
ん
な

ゲ
ス
ト
を
呼
べ
る
の
か
？

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
商

品
計
画
＝
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■
観
光
協
会
デ
ー
タ
よ
り

左
表
はG

W

を
除
い
た

５
＆
６
月
の
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
売
上
で
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ

効
果
と
言
え
ま
す
。

※２０１７年は天候も影響もあり微増ですが、２０１８・２０１９年と大きく伸長
特に平日の平均売上／日は、￥106,242→￥292,853と大きく伸長し効果が絶大

■
課
題
は
宿
泊
へ
の
誘
導

八
幡
平
の
宿
泊
入
込
み

で
苦
戦
を
し
て
い
る
の
が

６
月
と
11

月
で
す
。

11

月
は
紅
葉
も
終
焉
、

観
光
道
路
も
閉
鎖
と
な
り
、

実
質
止
む
無
し
の
感
も
あ

り
ま
す
が
、
６
月
は
高
山

職
部
も
含
め
八
幡
平
が
輝

く
季
節
で
あ
り
、
飛
躍
を

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
・
１
９
年
と

６
月
の
宿
泊
は
伸
び
て
は

来
て
い
ま
す
が
、
日
帰
り

の
伸
長
と
比
べ
る
と
寂
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、

ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
＋α

の
宿

泊
に
繋
が
る
魅
力
で
す
。

①
山
の
愛
好
家
を
対
象
に

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
は
全
国
的
に
人
気
、

残
雪
の
八
幡
平
を
、
夏
鳥

の
囀
り
の
中
、
花
を
愛
で

歩
く
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
な
ど

は
、
八
幡
平
へ
宿
泊
を
し

て
こ
そ
の
付
加
価
値
商
品

と
な
り
ま
す
。

②
一
般
観
光
客
を
対
象
に

２
０
１
７
・
１
８
年
の

調
査
で
は
、
日
帰
り
客
の

多
く
が
田
沢
湖
方
面
泊
が

多
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
周
遊
の
宿
泊
は
、

と
か
く
「
価
格
競
争
」
に

は
な
り
が
ち
で
す
が
、



※

八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か
ら
・
・
・

“観光地域づくり”
Key word explanation
“マーケティング”

“KPI”・“マネジメント”

■
観
光
地
域
づ
く
り
と
は

観
光
庁
に
よ
る
定
義
は
、

地
方
行
政
と
民
間
事
業
者

が
連
携
し
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
受
入
れ
環
境
を

整
備
・
充
実
を
図
り
、
来

訪
の
促
進
とC

S

を
高
め

る
事
で
、
地
域
経
済
の
活

性
に
つ
な
げ
る
・
・
・
と

な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
直
接
的
・
間

接
的
観
光
関
係
者
、
つ
ま

り
一
次
・
二
次
産
業
を
も

巻
き
込
ん
だ
、
外
貨
獲
得

戦
略
が
重
要
と
言
う
事
に

な
り
ま
す
。

■
先
進
地
か
ら
の
学
び

難
し
い
表
現
で
す
が
、

「
地
域
の
誇
り
を
体
験
し

て
も
ら
う
」
事
が
重
要
で

あ
り
、
地
域D

N
A

が
感

じ
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

有
効
と
の
事
で
す
。

と
な
る
と
「
誰
で
も
良
い

か
ら
来
て
欲
し
い
」
的
な

総
花
的
な
展
開
で
は
な
く
、

エ
リ
ア
の
歴
史
・
文
化
を

基
本
に
、
季
節
毎
対
象
毎

の
商
品
戦
略
を
組
む…

所

謂
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

を
本
格
的
に
展
開
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
ま
だ
ま
だ
仮
説
で
す
が

合
併
以
降
八
幡
平
市
で

は
、
市
全
体
で
観
光
戦
略

を
展
開
し
て
来
た
訳
で
す

が
、
長
野
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
や
文
化
特
性
に

沿
っ
て
、
個
別
に
展
開
し

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

前
出
の
地
域D

N
A

を

活
か
す
区
分
を
採
れ
ば
、

安
代
・
安
比
・
松
尾
＆
西

根
み
た
い
な
分
解
を
す
れ

ば
「
地
域
の
誇
り
」
の
商

品
化
な
ど
も
近
道
が
見
つ

か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

他
所
・
外
国
か
ら
の
来

訪
者
の
目
線
で
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
再
構
築
し
、

そ
れ
を
市
で
纏
め
た
り
、

広
域
で
纏
め
た
り
し
て
み

る
視
点
の
転
換
の
時
期
が

来
た
と
も
言
え
ま
す
。

■
観
光
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
と
言
う
事
で
は
な
く
、

外
客
を
迎
え
る
事
・
外
資

系
ホ
テ
ル
が
参
入
し
て
来

た
事
も
あ
り
、
観
光
地
経

営
が
科
学
的
に
な
っ
て
来

た
と
言
う
意
味
で
す
。

我
々
の
時
代
は
、
先
輩

か
ら
動
き
を
盗
む
時
代
、

K
K

D

経
験
・
勘
・
度
胸

で
判
断
し
て
来
ま
し
た
が
、

今
は
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、

科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ
た

経
営
判
断
が
さ
れ
る
時
代

で
す
。
目
標
も
数
値
化
さ

れ
進
捗
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
観
光
地
経
営
の
事

例
え
ば
、
２
０
万
人
の

来
場
者
を
２
５
万
人
に
す

る
計
画
で
、K

K
D

で
は

経
験
と
勘
で
、
広
告
宣
伝

を
展
開
し
ま
す
が
、
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
現

行
２
０
万
人
の
分
析
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

ど
の
時
期
に
何
処
か
ら
何

を
目
的
に
来
て
い
る
か
？

過
去
３
年
の
デ
ー
タ
か
ら

伸
び
し
ろ
を
想
定
し
、
現

行
客
層
の
何
所
で
何
人
伸

ば
せ
る
か
？
不
足
分
は
新

規
客
層
を
ど
の
様
に
創
造

す
る
か
？
戦
略
的
に
広
宣

費
を
活
用
し
ま
す
。

■
八
幡
平
の
可
能
性

観
光
立
国
４
つ
の
要
件

は
気
候
・
自
然
・
文
化
・

食
事
で
し
た
。
文
化
圏
か

ら
の
訪
日
外
国
人
目
線
で

観
る
と
、
日
本
は
こ
れ
を

見
事
に
こ
れ
を
兼
ね
備
え

て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
気

づ
い
て
居
な
い
事
・
そ
れ

を
活
か
せ
て
い
な
い
事
が

勿
体
な
い
と
の
事
で
す
。

八
幡
平
に
於
い
て
も
同

じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

特
に
活
か
し
方
は
上
手

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
何
故

な
ら
過
去
の
経
緯
か
ら
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
経
験

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
発

地
型
観
光
の
中
で
待
ち
の

時
代
が
長
す
ぎ
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
第

一
歩
は
、
自
分
達
の
強
み

と
弱
み
を
理
解
す
る
事
、

第
二
歩
は
、
そ
の
強
み
と

マ
ッ
チ
ン
グ
の
良
い
客
層

に
対
象
を
絞
り
込
む
事
。

合
併
で
八
幡
平
の
エ
リ

ア
は
拡
大
し
ま
し
た
が
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
は

難
し
く
な
り
ま
し
た
。

特
性
＝D

N
A

に
よ
っ
て

エ
リ
ア
が
整
理
さ
れ
て
い

な
い
と
、
魅
力
的
な
ハ
ズ

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
ボ
ヤ
け

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
安
代
文
化
は

安
代
のD

N
A

＝
歴
史
の

上
に
あ
り
ま
す
し
、
松
尾

と
西
根
は
「
火
山
」
と
い

うD
N

A

で
結
べ
ば
、
湯

治
文
化
・
松
尾
鉱
山
・
地

熱
発
電
・
温
泉
郷
・
二
つ

の
百
名
山
・
国
立
公
園
八

幡
平
と
繋
が
り
ま
す
。

八
幡
平
の
コ
ア
コ
ン
ピ

タ
ン
ス
は
、
そ
の
者
が
持

つ
イ
ン
パ
ク
ト
は
弱
い
で

す
が
、
エ
リ
ア
＝D

N
A

毎
に
「
語
り
紡
い
で
行
く

事
」
に
よ
っ
て
、
貴
重
で

十
分
な
個
性
と
魅
力
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
語
り
・
紡
ぎ
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
も
大
い
な
る

商
品
力
と
な
り
ま
す
。

■
ハ
チ
ク
ラ
・
別
冊
号

お
馴
染
み
の
ハ
チ
ク
ラ

に
グ
ル
メ
＆
温
泉
特
集
号

が
登
場
し
ま
し
た
。
八
幡

平
の
味
覚
と
温
泉
を
満
喫

し
て
頂
く
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
付
き
で
、
期
間
は
８

月
か
ら
翌
１
月
末
迄
と

な
っ
て
い
ま
す
。

岩
手
山
麓
、
大
更
・
平

舘
・
寺
田
、
八
幡
平
、
安

比
高
原
・
安
代
・
田
山
の

５
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て

各
店
と
も
、
こ
れ
ぞ
！
と

い
う
自
慢
の
逸
品
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

■
滞
在
の
ゲ
ス
ト
に
人
気

観
光
周
遊
の
ゲ
ス
ト
は

夕
方
着
／
早
朝
出
発
で
の

為
、
街
歩
き
は
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
最
近
な
っ
て

個
人
の
滞
在
型
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
外
出
先
で
の

ラ
ン
チ
情
報
と
し
て
活
用

さ
れ
る
方
も
多
く
「
お
か

げ
で
美
味
し
か
っ
た
！
」

の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

■
紅
葉
ポ
ス
タ
ー
完
成
！

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
国

立
公
園
６
０
周
年
の
時
に
、

関
係
者
の
方
の
絶
大
な
る

お
力
添
え
を
得
て
破
格
で

実
現
で
き
た
も
の
で
、
そ

の
後
も
幸
い
継
続
頂
い
て

い
ま
す
。

首
都
圏
の
主
要
駅
と
、

J
R

の
各
拠
点
に
、
春
と

秋
の
年
２
回
、
今
回
は
９

月
10

日
か
ら
一
週
間
張
り

出
さ
れ
ま
す
。

東
京
ー
盛
岡
間
は
約
２

時
間
10
分…

全
国
で
も

珍
し
い
３
ヶ
月
に
及
ぶ
、

ロ
ン
グ
ラ
ン
紅
葉
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

他
に
別
刷
り
を
２
０
０

枚
用
意
を
し
ま
し
た
の
で
、

有
効
な
張
出
し
場
所
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

協
会
に
は
既
に
多
数

typ
e

予
約
問
い
合
わ
せ
が

入
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

※

商
工
会
だ
よ
り

※

観
光
協
会
だ
よ
り

昨
年
5
月
に
発
足
し
た

観
光
振
興
の
た
め
の
組
織

で
す
。
㈱
ク
レ
セ
ン
ト
、

岩
手
県
北
自
動
車
㈱
、
Ｉ

Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱
、

岩
手
銀
行
、
北
日
本
銀
行
、

盛
岡
信
用
金
庫
が
出
資
し
、

市
や
国
の
委
託
を
受
け
て

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
英
語
で
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
、
直
訳
す

れ
ば
観
光
地
・
経
営
・
組

織
で
す
。
平
成
27
年
か
ら

政
府
が
外
国
人
観
光
客
の

受
入
拡
大
の
た
め
に
全
国

に
設
置
を
推
奨
し
て
い
る

も
の
で
、
八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ

も
国
の
正
式
な
認
証
を
得

て
い
ま
す
。

観
光
協
会
と
役
割
分
担

を
し
な
が
ら
、
特
に
海
外

か
ら
の
旅
行
者
が
八
幡
平

を
訪
れ
て
く
れ
る
仕
組
み

作
り
の
た
め
に
①
調
査
・

戦
略
策
定
、
②
訪
日
外
国

人
受
入
環
境
整
備
、
③
二

次
交
通
課
題
対
応
、
④
情

報
発
信
、
⑤
観
光
商
品
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
事

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
意

味
に
つ
い
て
統
一
し
て
お

き
ま
す
。
よ
く
市
場
調
査

の
意
味
や
販
促
活
動
の
意

味
で
使
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
此
処
で

は
、
セ
ー
ル
ス
と
の
対
義

語
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

セ
ー
ル
ス
は
売
り
手
主

体
で
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

買
い
手
を
主
体
に
素
材
を

選
び
商
品
を
造
り
、
売
れ

る
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

訪
日
外
国
人
・
国
内
の

個
人
客
を
呼
び
込
む
為
に

は
こ
の
手
法
が
必
要
で
す
。

■K
P

I

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

キ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
と
言
う

様
で
す
が
、
要
は
定
量
目

標
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
事
な
事
は
、
右
図
に

あ
る
様
に
、
伸
び
し
ろ
が

あ
る
か
？
の
考
察
＝
過
去

の
取
組
み
（P

D
C

A

）
の

総
括
で
す
。
こ
の
分
析
か

ら
次
な
る
仮
説
と
戦
術
が

組
ま
れ
る
こ
と
で
す
。

仮
説
の
無
い
戦
略
・
戦

術
で
は
、
反
省
会
に
は
具

体
性
が
無
く
な
り
、
た
だ

の
「
飲
み
会
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
し
、
あ
ま
り

美
味
し
い
酒
に
は
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
運
営
者
に
つ
い
て

八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
代
表

は
株
主
で
あ
る
ク
レ
セ
ン

ト
か
ら
派
遣
さ
れ
た
畑
め

い
子
で
す
。
長
年
、
地
域

に
根
ざ
し
た
情
報
誌
や
県

の
広
報
の
編
集
・
執
筆
を

務
め
、
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

観
光
情
報
誌
な
ど
の
作
成

で
八
幡
平
の
皆
様
に
も
長

年
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
従

担
当
者
と
し
て
、
岩
手
県

北
自
動
車
か
ら
柴
田
亮
が

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
銀

行
員
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

岩
手
大
学
教
員
の
経
験
を

生
か
し
、
デ
ー
タ
収
集
・

分
析
を
基
に
、
事
業
の
企

画
運
営
を
担
い
ま
す
。

■
な
ぜ
外
国
人
な
の
か

八
幡
平
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
外
国

人
に
狙
い
を
定
め
て
い
る

理
由
は
大
き
く
２
点
。

ひ
と
つ
め
は
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
日
本
人
旅
行

者
の
減
少
で
す
。
特
に
地

方
は
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
た
め
、
近
隣
か

ら
の
旅
行
者
に
依
存
す
る

地
方
の
観
光
地
は
、
一
気

に
衰
退
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

一
方
で
世
界
の
旅
行
者

は
増
え
続
け
て
お
り
、
令

和
3
年
頃
に
は
日
本
国
内

の
宿
泊
者
数
に
お
い
て
に
、

外
国
人
が
日
本
人
を
上
回

る
予
測
が
あ
り
ま
す
。

ふ
た
つ
め
は
、
外
国
人

の
滞
在
期
間
の
長
さ
、
旺

盛
な
消
費
意
欲
で
す
。
平

成
30
年
度
の
外
国
人
の
旅

行
支
出
は
一
人
当
た
り
15

万
円
で
あ
り
、
地
方
で
観

光
に
使
う
支
出
も
伸
び
て

き
て
い
ま
す
。

地
域
が
生
き
残
る
為
に

は
、
た
く
さ
ん
の
お
金
を

使
っ
て
く
れ
る
人
を
よ
り

多
く
地
域
に
呼
び
込
む

必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
取
り
組
み
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
人
口
が
減
る

日
本
人
の
お
客
様
も
大
切

で
、
い
か
に
繋
ぎ
止
め
て

い
く
か
は
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
今
後
、
観
光
協
会
、

商
工
会
と
も
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国

昨
年
度
、
53
万
人
が
八

幡
平
市
に
宿
泊
し
、
そ
の

う
ち
8
万
人
（
約
15
％
）

が
外
国
人
で
し
た
。
外
国

人
の
内
訳
は
、
半
数
が
台

湾
人
。
2
割
が
中
国
人
、

1
割
が
韓
国
人
、
欧
米
人

は
4%

程
度
と
な
り
ま
す
。

最
も
多
か
っ
た
台
湾
人

に
つ
い
て
は
、
全
国
で
1

年
間
に
１
２
０
０
万
人
訪

れ
て
お
り
、
日
本
へ
の
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
日
本
慣
れ
し
て

い
て
、
あ
る
程
度
の
日
本

語
も
理
解
し
、
地
方
へ
の

関
心
も
高
い
方
々
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
呼

び
込
み
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

長
期
滞
在
し
、
消
費
額

も
大
き
く
、
日
本
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
も
よ
い
欧
米

豪
、
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
開
拓
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
こ
は
国
と

狙
い
が
一
致
す
る
為
、
国

費
を
頂
い
て
進
め
て
い
ま

す
。
（
次
号
に
続
く
）


